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特集

在宅だからＩＣＦ！
「生活を支える」を具現化する
利用者さんが今、生活のなかで本当に困っていること（障害）は何か？
これに迫りうる国際基準が、WHOの「国際生活機能分類（ICF）」です。
万国共通のモデルなので、多職種の共通言語ともなりうるもの。その人が
「生きていくことの全体」を支えるには、今どんな支援が必要なのか。
ICFの理解を深め、現場で「使える！」ところにまで迫ります。

「健康」とは何か？◉野中博
「ICF」に基づくアセスメントの基本を理解する
◉大川弥生

【実践報告】
❶�介護職の立場から◉舟田伸司
❷訪問看護師の立場から◉武田保江ほか
❸�ケアマネジャーの立場から◉松本善則

【多職種座談会】
なぜ「在宅だからICF」か？
◉大川弥生・川島孝一郎・武田保江・舟田伸司

【補論（アドバンス編）】
ICFを誤用しないために◉川島孝一郎

INTERVIEW ケアする人々
潮谷義子さん（日本社会事業大学理事長、元・熊本県知事）
　　×
川口有美子さん（ALS協会理事、ケアサポートもも代表取締役）

在宅医療連携拠点事業で配分さ
れた補助金は20億円超。在

宅医療にかける国の本気が伝わって
くる金額です（ちなみに前号の訪問看
護支援事業は10億。こちらも気合
い入ってます）。本事業では、厚労
省の医政局と老健局が足並みを揃え
たことも特徴で、まさに医療と介護の
連携が中央から図られました。特集
座談会が興味深いのは、今ある資
源はそのままに「つなぐ機能」をもたせ
たことで地域が変わってきたというこ
と。新春鼎談では、多くの資源を失っ
た被災地でこそ、純然たる「地域包
括ケア」の萌芽がほころんできたとも
示唆されています。ヒトもモノもカネ
も足りないものはいっぱいあるけど、
“今あるもの”から変わっていけると確
信めいた新年1号。本気と気合い
（だけ）は今ありますので、今年もどう
ぞよろしくお願いします。…杉本

本号では、「在宅医療連携拠点
事業」に取り組んだ事業所のな

かから、合計１０事業所の方にご登
場いただきました。地域が変われば、
当然ながら、取り組みの手段手法も
異なります。しかし、自分たちの地域
に「地域包括ケアシステム」を構築す
るという志は、どこも共通していると
感じました。そして、その中心となる
のは「訪問看護師」であるべきだ、と
いう点も、共通項であったと思いま
す。小誌では。本年も気持ちを新た
に、全国各地の魅力的な取り組みを
紹介していきたいと考えています。本
年も引き続きご愛顧のほど、よろしく
お願い申し上げます。…多淵
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